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ガラス基板上に Bi ， Mn を順次真空蒸着して作成した二層膜の熱処理中における， MnBi の結品成
長及び磁区構造を高倍率カー装置を用いて明らかにした。尚，生成膜の膜構造は Bi 層の膜厚， Mn と
Bi の蒸着原子比，蒸着時の基板温度，二層膜の熱処理温度また不純物によって強く影響される。即




















本論文は MnBi 膜の作成条件，生成過程および MnBi 多結品膜の磁化過程，書込みピットの安定性
などの基礎的な問題について成果を述べたもので，特にレーザ光を用いての磁化スイッチおよび非磁
性針による加圧による磁区の変化について新しい事実と解釈とを試みたものである。すなわち，作成
については膜厚によって成分比を変える必要のあることおよび熱処理によって大きい単結晶を成長さ
せうることを見出し，熱処理中の膜の構造の変化について考察をしている。キューリ点スイッチにつ
いては膜厚によって磁区の構造が縞状になったりバブル状になったりすること，針による加圧では磁
区の成長がスパイラル状になることを見出し，その機構をブロッホラインの生成と結びつけている。
以上のようにこの論文はこの方面の進歩に大きく貢献しているものと考えられる。
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